
【取り組む際に生じた課題】
• 現地取引先が、積極的に営業活動を行わないことによる取引中止。
• 輸出規制が厳しく、輸出開始へのハードルの高さ。
• 長期的に、継続して輸出できる販路獲得の必要性。

【対応の結果】
• 輸出規制への対応に数年かかる国もあったが、輸出開始に至った。
今後、継続した取引に期待。

• 長期的な目線で、地道に営業活動を継続したことにより、口コミで広
がり、国内及び海外の販路拡大に繋がった。

◆ 今後、国内市場が縮小する中、次の代の経営を見据え、成長の見込める海外市場への販売が必
要と判断し、海外への販路開拓に取り組む。

◆ 現在、オランダ、スペインの欧州やカナダ及びアメリカ、台湾等のアジア圏に販路を拡大。

出荷時期輸出量(L)

通年

1,748令和６年度(R6.10～R7.9)

996令和５年度(R5.10～R6.9)

455令和４年度(R4.10～R5.9)

日本酒

【主な品目】

オランダ、スペイン、カナダ、台湾、香港等

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 原料となる酒造好適米の価格が急激に高騰する状況であるが、引き続き富山県産を使用し、経営を維持
することが重要。

• 輸出取引先とのつながりを大切にし、継続した取引に取り組む。

【生じた課題への対応】
• できるだけ現地に出向き、経済状況を把握。
• 時間を要するが、継続した輸出規制への対応。
• 国内及び現地の輸出商社への積極的な営業活動の継続。

（平成25年度から輸出開始）
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【ウェブサイト】 https://www.sansyouraku.jp/index.html

【連絡先】 担当者名：代表取締役・杜氏 山﨑英博 ＴＥＬ：0763-66-2010 

【活用した施策・支援】 ジェトロ富山主催「食品輸出商談会 2013 in Toyama」 への参加（平成25年）


